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� 3 �機
はた

を織る女性と， 4 �米や豆を売る女性
　 〈『七

しち
十
じゅう

一
いち

番
ばん

職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

[模
も

本
ほん

]』東京国立博物館蔵〉

1 �室
むろ

町
まち

時代のころの田植えの様子〈『月
つき

次
なみ

風
ふう

俗
ぞく

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』東京国立博物館蔵
ぞう

〉

2 �建築現場で働く人たち〈『春
かす

日
が

権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』宮
く

内
ない

庁
ちょう

三の丸尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵〉

　歴史では，主に紙に文字で情報を記録した文
ぶん

献
けん

や，出土し
た遺

い

物
ぶつ

などをもとに，過去のできごとを明らかにします。一
方で，時代によっては文献資料があまり残されていないこと
もあります。また，文書を作成したり保管したりする仕事は，
成人男性が担

にな

うことが多かったため，女性や子どもについて
の歴史的な文献はあまり多くは残されていません。
　資料が限られているなかで，過去の時代の女性や子どもの
様子を知るための手がかりとなるのが，物語や絵画です。こ
こでは，絵画をもとに，中世の女性や子どもの様子を読み解
いていきましょう。
　 1 の絵は，室

むろ

町
まち

時代の田植えを描
えが

いたものです。
　絵の左側には，華

はな

やかな服を着た女性たちが田植えをして

います。その右側では，田
でん

楽
がく

を舞
ま

ったり，苗
なえ

を運んだりして
いる男性が描かれています。田植えは，田の神を祭る行事で
もあったため，性別によって役割が分けられていたことがわ
かります。
　この絵画の中に，子どもを見つけることはできたでしょう
か。苗や食事・飲み物を運ぶ人たちの中には，手伝いをする
子どもも描かれています。また，絵の右上には，小屋に３人
の子どもが描かれています。子どもたちは，鳥が農作物を荒
らさないように，鳴

なる

子
こ

とよばれる音を鳴らすしかけを使って，
田から鳥を追い払

はら

っています。この「鳥
とり

追
お

い」は，現在では，
子どもたちが鳥追い歌を歌いながら地

ち

域
いき

を回るなど，形を変
えて，地域の年中行事として伝わっています。

女性や子どもと農業

　 2 の絵には，烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶった大人の男性が，大
だい

工
く

の仕事
をしている様子や，子どもたちが，水もりや墨

すみ

つけなどの手
伝いをしている姿

すがた

が描かれています。子どもたちは，まだ大
人ではないため，烏帽子をかぶっていません。
　子どもたちは，７歳

さい

くらいから仕事を手伝うようになり，
仕事を覚えながら育っていきました。一方，７歳未満の幼

よう

児
じ

は，責任能力がなく，身分の尊
そん

卑
ぴ

もない存
そん

在
ざい

とされていたこ
とから，昔の絵画では，幼児を裸

はだか

で表現していました。
　子どもたちが，大人の仲間入り（現在でいう成人）するのは，
15歳くらいだったとされています。これくらいの年

ねん

齢
れい

にな
ると，村の寄

より

合
あい

への参加や，書類への署
しょ

名
めい

もできるようにな
りました。1485年に起きた山

やま

城
しろの

国
くに

一
いっ

揆
き

の記録にも，「今日，
山城の国

こく

人
じん

が集会した。その年齢は，上が60歳，下が15・

女性や子どもと商工業
16歳という。」とあり，一揆に参加できるようになるのも，
15歳くらいからだったことがわかります。
　 3 ・ 4 の絵は，商工業で活躍する人々などを描いた『七

しち

十
じゅう

一
いち

番
ばん

 職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

』の一部です。
　中世には，各地に市

いち

が開かれるようになり，商工業がいっ
そう発展しました。こうした動きを背景に，職人や商人とし
て活躍の場を広げる女性も増えていきました。『七十一番職
人歌合』には，142の職業が描かれており，そのうち34の
職業では女性が描かれています。こうした絵画資料を読み解
いていくと，当時は，性別の違

ちが

いなどで職種が限定される面
もあった一方で，女性は，家事や農業だけでなく，商工業な
どさまざまな職業で，幅広く社会で活躍していたことがわか
ります。

働く女性や子どもたち
中
ちゅう

世
せい

の社会では，人々は年
ねん

齢
れい

によって「童
わらべ
（子ども），大

お と な
人，翁

おきな
・媼

おうな
（男性・女性のお年寄り）」というように分けられていました。大人の男

性とともに，女性や子どもも社会の中で働く，欠かせない存在でした。どのような仕事で活
かつ

躍
やく

していたのか探
さぐ

ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう
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歴史の窓 宋
そ う

と高
こ う

麗
ら い

　10世紀後半に中
ちゅう

国
ごく

を統一した宋（←ｐ.50）は，12世紀前
半に，北方におこった金

きん
との戦いに敗れ，都を南に移しまし

た（南
なん

宋
そう

）。宋では，長
ちょう

江
こう

以南でも新田の開発が進み，新たな
都市が発達しました。茶や陶

とう
磁
じ

器
き

などの生産も盛
さか

んになり，
銅の貨

か
幣
へい
（宋

そう
銭
せん

）とともに日本に輸出されました。また，木版
印刷が広まり，火薬や羅

ら
針
しん

盤
ばん

が実用化されるなど，科学技術

が発達しました。仏
ぶっ

教
きょう

では，禅
ぜん

宗
しゅう

や浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

が栄え，日本の仏
教にも影

えい
響
きょう

を与
あた

えました。儒
じゅ

教
きょう

では，家族の秩
ちつ

序
じょ

や身分の上
下を重んじる朱

しゅ
子
し

学
がく

が確立されました。
　10世紀前半に朝

ちょう
鮮
せん

を統一した高麗（←ｐ.50）では，仏教を
国が保護し，経

きょう
典
てん

が版木にほられて印刷されました。青
せい

磁
じ

とよ
ばれる美しい磁器も作られ，これらは日本にもたらされました。

4  12世紀の東アジアと日
に っ

宋
そ う

貿易

日　本　海

河
が

黄
こう

江
こう

長
ちょう

太

　
平

　
洋

た
い

　
　へい

　
　よう

揚州

開封

平泉

福原京

厳島神社

松浦

京都

坊津明州臨安
大輪田泊

博多

宋

金

日本
高麗

ヤンチョウ

ようしゅう

カイフォン

かいほう

ひらいずみ

ふくはらきょう

いつくしまじんじゃ

まつ ら

ぼうの つめいしゅうりんあん

おお わ だのとまり

はか た

そう

きん

こうらい

コ リョ
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平氏が朝廷から支配を
認められたところ

ちょうてい

みと

日宋貿易の行路
にっそう

P65-4

世界
遺産 国宝

1   春
か す が

日大
た い

社
し ゃ

に到
と う

着
ちゃく

した 
白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

 
〈『春日権

ごん
現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』 
宮
く

内
ない

庁
ちょう

三
さん

の丸
まる

尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵
ぞう

〉

平清盛が権
け ん

力
りょく

を握
に ぎ

るきっかけとな
ったできごとを確かめよう。

平氏の政治と，藤
ふ じ

原
わ ら

氏
し

の摂
せ っ

関
か ん

政治
を比べて，どのような共通点や違

ち が

いがあるか説明しよう。

表現

確認

6   壇
だ ん

ノ
の

浦
う ら

の戦い（江
え

戸
ど

時代に描かれたもの） 
〈『平家物語絵巻』林

はやし
原
ばら

美術館蔵〉

平氏は，宋や高麗の貿易船が来航しやすいように，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や港を整備して，日宋貿易でも大きな富
を築きました。海上交通の安全を祈

いの

って，厳島神社の
整備を援

えん

助
じょ

しました。

5  厳
いつく

島
し ま

神社（廿
はつ

日
か

市
いち

市）

白河上皇の周りには，
どのような人が
描
えが

かれているかな。

2    平
へ い

氏
し

の栄
え い

華
が

 
（『平

へい
家
け

物
もの

語
がたり

』より一部要約）

　清
きよ

盛
もり

自身が栄華を極
きわ

めるだけでなく，平
へい

家
け

一門がともに繁
はん

栄
えい

して，嫡
ちゃく

子
し

の重
しげ

盛
もり

は内
ない

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

将
しょう

，次男の宗
むね

盛
もり

は中
ちゅう

納
な

言
ごん

で右
う

大
だい

将
しょう

，三男の知
とも

盛
もり

は三
さん

位
み

の中
ちゅう

将
じょう

，嫡
ちゃく

孫
そん

の維
これ

盛
もり

は四
し

位
い

の少
しょう

将
しょう

と，全部で一門の公
く

卿
ぎょう

は16
人，殿

てん
上
じょう

人
びと

は30人余り，諸
しょ

国
こく

の役人など
を合わせると60人余りである。世の中に
は平家のほかに人がいないというほどの様
子であった。
1 あとつぎとなる子のこと。
2 嫡子の嫡子のこと。
3 大臣や大・中納言など，朝

ちょう
廷
てい

の中心的な
役職に就

つ
く位の高い貴

き
族
ぞく

のこと。
4 都の内

だい
裏
り

にある清
せい

涼
りょう

殿
でん

の殿
てん

上
じょう

の間
ま

に昇
のぼ

る
ことを許された，位の
高い貴族のこと。

1

2

3

4

3   平
たいらの

清
き よ

盛
も り

（1118～81） 
〈六

ろく
波
は

羅
ら

蜜
みつ

寺
じ

蔵〉

重文

［解説］◆

皇
こう

位
い

をゆずった太
だい

上
じょう

天
てん

皇
のう

（上皇）が住む御
ご

所
しょ

を院
とよんだことから，上皇も院とよばれました。
院で上皇が政治を行うことを院

いん

政
せい

といいます。

上
じょう

皇
こ う

・院
い ん

11世紀中ごろに，藤
ふじ

原
わら

氏
し

と血
けつ

縁
えん

関係がうすい

後
ご

三
さん

条
じょう

天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

すると，荘園を整理して公
こう

領
りょう

を増やし，摂
せっ

関
かん

家から政治の実
じっ

権
けん

を取りもどそうとしました。次

の白
しら

河
かわ

天皇は，幼
よう

少
しょう

の皇
おう

子
じ

に皇
こう

位
い

をゆずって上
じょう

皇
こう

となった後，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

をおさえて政治を行いました。これを院政といいます。

　白河上皇や，次に院政を行った鳥
と

羽
ば

上皇は，天皇としての制約

を受けない自由な立場にあったため，政治の方
ほう

針
しん

を変えて荘園を

増やしました。上皇や，上皇が新しく建てた寺社には，その権
けん

力
りょく

を頼
たよ

る中小貴
き

族
ぞく

から多くの荘園が寄
き

進
しん

されるようになりました。

荘園が増加すると，土地をめぐる争いも増えま

した。荘園をもつ有力な寺社は，自らの要求を

通すため，僧
そう

を武
ぶ

装
そう

させて僧
そう

兵
へい

とするようになりました。朝
ちょう

廷
てい

は，

僧兵の圧力に対応するために，武士を都の警
けい

備
び

に当てました。

　12世紀中ごろに鳥羽上皇がなくなると，院政の実権をめぐっ

て天皇家や藤原氏の対立が激
はげ

しくなりました。後
ご

白
しら

河
かわ

天皇は，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

や源
みなもとの

義
よし

朝
とも

らを従
したが

えて，崇
す

徳
とく

上皇に勝利しました（保
ほう

元
げん

の乱
らん

）。

後白河上皇が院政を始めた後にも再び朝廷内で争いが起こると，

清盛が義朝を破り，上皇の信
しん

頼
らい

を得た平
へい

氏
し

が，清盛を中心に勢力

を広げていきました（平
へい

治
じ

の乱）。この二つの事件では，京
きょう

都
と

で合
かっ

◆

1

3

荘
しょう

園
え ん

と院
い ん

政
せ い

中央の政治と
武

ぶ

士
し

戦
せん

が行われ，政治の争いが武士の力で決着したことから，貴族に

大きな衝
しょう

撃
げき

を与
あた

え，武士が政治にも力をもつようになりました。

平清盛は，武士として初めて政治の実権を握
にぎ

り

ました。朝廷の最高の役職である太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

にな

り，娘
むすめ

を天皇の后
きさき

にして，一族も高い位や役職を占
し

め，広大な公

領や荘園を支配して栄えました。また，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

（現在の神
こう

戸
べ

港）を整備し，中
ちゅう

国
ごく

の宋
そう

と盛
さか

んに貿易を行いました。

商人や僧が行き来して，宋
そう

銭
せん

が大量に輸入され，新しい仏
ぶっ

教
きょう

の動

きも伝えられるなど，大陸との交流が活発になりました。

権力を強めた清盛に対して，天皇家や貴族は反

発を強めました。また地方の武士も，平氏への

不満をもつようになりました。清盛と後白河上皇の対立が激しく

なると，後白河上皇の皇子が平氏打
だ

倒
とう

をよびかける命令を発し，

伊
い

豆
ず

（静
しず

岡
おか

県）の源
みなもとの

頼
より

朝
とも

や木
き

曽
そ

（長
なが

野
の

県）の源
みなもとの

義
よし

仲
なか

ら源
げん

氏
じ

を中心と

する各地の武士が兵を挙げました。頼朝は，武士たちを組織して

関
かん

東
とう

地方を支配すると，弟の源
みなもとの

義
よし

経
つね

らを派
は

遣
けん

して平氏を攻
せ

め，

1185年に，壇
だん

ノ
の

浦
うら

（山
やま

口
ぐち

県）で平氏をほろぼしました。

2

5 4

6

平
へ い

氏
し

政
せ い

権
け ん

の誕
た ん

生
じょう

平氏の滅
め つ

亡
ぼ う

p.59

コ　 リョ

貴
き

族
ぞ く

から武
ぶ

士
し

へ  ▶院
いん

政
せい

と平
へい

氏
し

政
せい

権
けん

2
平氏は，どのように政治の実権を握

にぎ

り，どのような政治を進めたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

95

日本

朝鮮

年代

これから学習する時代

中国

1500 1600 1700 1800 1850
室町時代 安土・

桃山時代
明

清

江戸時代
戦国時代

朝鮮

年

　表

上の絵は，17世紀前半の江戸城とその周辺の様子です。左の貨幣は，17世紀の初めにつくられ，全国で使われるようになりました。このような変化がなぜ起こったのか，学習していきましょう。

江戸城の周りは堀
ほり

で
囲まれているね。
どうしてかな。

江
え

戸
ど

城
じょう

〈『江戸図屏
びょう

風
ぶ

』国立歴史民
みん

俗
ぞく

博物館蔵〉

寛
かん

永
えい

通
つう

宝
ほう

(左）と慶
けい

長
ちょう

小
こ

判
ばん

（右）　〈日本銀行金
きん

融
ゆう

研究所貨
か

幣
へい

博物館蔵〉

学習に役立つ
さまざまな情報を，
ウェブサイトで
見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/rekishi.html#03
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平
へい

治
じ
の乱

らん

〈『平
へい

治
じ
物
もの

語
がたり

絵
え
巻
まき

』ボストン美術館蔵
ぞう

〉

日本

朝鮮

年代

これから学習する時代

中国

平安時代
鎌倉時代

モンゴル・元
明

室町時代南北朝時代
戦国時代

（北）宋 （南）宋
高麗

朝鮮

1100 1200 1300 1400 1500 1550

金年

　
表

上の絵は，12世紀の中ごろ
に武

ぶ
士
し
が

上
じょう

皇
こう

の御
ご
所
しょ

を襲
おそ

った場
ば
面
めん

を描
えが

いたものです。

天
てん

皇
のう

や貴
き
族
ぞく

を中心とした政治は，

どのように変わっていった
のか，

これから学習していきまし
ょう。

前のページの絵の

優
ゆう

雅
が
な雰

ふん

囲
い
気
き
とは，

様子が違
ちが

うね。

学習に役立つ
さまざまな情報を，
ウェブサイトで
見ることができます。

https://www.kyoiku-shupp
an.co.jp/

ml-jh/rekishi.html#02

中世の日本と世界
第3章

歴史_059扉.indd   59

2020/03/13   10:14 6160 学習を始めよう◦第３章　中世の日本と世界

一遍は何をしているでしょうか。
市では何が売られているでしょうか。また，絵の中で右の 1～ 5の職人と関わりの深いものを探

さが

して
みましょう。

中世にはどのような人々が活
かつ

躍
やく

したのか予想してみましょう。

　上の絵は，中
ちゅう

世
せい

に新しい仏
ぶっ

教
きょう

の布教のために旅をした，一
いっ

遍
ぺん

の姿
すがた

を伝える『一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』の一場面です。
この場面では，一遍が市

いち

を訪
おとず

れています。絵の中には，どのような人物が描
えが

かれているでしょうか。また，
市にいる人たちはどのような様子でしょうか。これから学んでいく中世の人々の様子を見てみましょう。

福
ふく

岡
おか

の市
いち

〈『一
いっ
遍
ぺん
上
しょう
人
にん
絵
え
伝
でん
』清
しょう
浄
じょう
光
こう
寺
じ
（遊

ゆ
行
ぎょう
寺
じ
）蔵
ぞう
〉

Q1

Q2

Q3

一遍

市ではいろいろな物が
売られているね。
品物はどうやって
運ばれたのかな。

一遍の向かいにいる人は
だれだろう。

1

32

54

中世の職人たち
〈『職

しょく
人
にん
尽
づくし
歌
うた
合
あわせ
〔模

も
本
ほん
〕』東

とう
京
きょう
国立博物館蔵〉

学習を始めよう ～中世の暮
く

らしと社会～

歴史_060_061.indd   すべてのページ 2020/03/25   16:04

特色 1  − 1  のポイント：主体的・対話的で深い学び／見通し・振り返り

ともに学ぶ力・深く学ぶ力を育む 
内容構成の工夫

見通し・振り返りの学習活動に取り組みやすい内容構成
内容のまとまりごとの見通し・振り返りの学習場面をいっそう充実させ，主体的・対話的で深い学びを実現しやすい
構成にしました。思考・判断・表現する活動を通じて，より深い理解を促すことができます。

1特色

学習内容を理解しやすい
「本時ページ」  p.64-65 

1時間=見開き2ページごとに「学
習課題」（学習の見通し）と，「確認
／表現」（振り返り）を設け，生徒
の主体的な学習や，確実な内容理
解を促します。

2

視点を変えて捉えなおす「特設ページ」  p.88-89 

本時で学習した内容について，視点を変えて捉えなおすことができ
るテーマを設定しました。生徒が現代社会の諸課題と照らし合わせ，
多面的・多角的に考察できるよう工夫しています。

3

章の学習を振り返るまとめのページ 
「学習のまとめと表現」  p.92-95 

章全体の学習を振り返り，年表や地図にまとめる作業を通じ
て，基礎・基本の確実な定着を促します。また，自ら考察し，
集団で表現し合う活動を位置づけ，学習した知識や思考の過
程を再確認することができるようにしています。

4

章の学習を見通す導入ページ「学習を始めよう」  p.59-61 

章の学習内容をイメージできるような資料を中心に，導入ページを構成しました。資料の読み解きの活動を通
じて，生徒が興味・関心や見通しをもって，章の学習に取り組めるように工夫しました。

1

章の　流れ

4  �学習のまとめと 
表現ページ

次の    章へ

3  特設ページ

2  本時ページ

1  導入ページ

1

good

2 3



6968 ◦第３章　中世の日本と世界 １節　武家政治の始まり

5

10

15

5

10

15

　絵巻物は，文章（詞
ことば

書
がき

）と絵が交
こう

互
ご

につな
げられ，物語が展

てん
開
かい

していくように作られ
た巻物です。建物の天

てん
井
じょう

や壁
かべ

をあえて描
えが

か
ないことで，室内の様子が見えるようにし
たり，一つの絵の中に同一人物を何度も描
くことで，できごとの進行を表したりする
表現が特

とく
徴
ちょう

的
てき

です。絵巻物からは，当時の
人々の様子を読み取ることができます。
資料 1 を読み解いてみましょう。

絵
え

巻
ま き

物
も の

を読み解こう

歴史の

2  絵巻物の形（資料 1 の場面）

貴族の寝
しん

殿
でん

造
づくり

（←ｐ.50）と比べて，武士
の館らしい特徴を三つあげよう。

館ではどのような動物が飼われている
だろう。また，それはなぜだろう。

Q1

Q2

武士は，馬上から的を射
い

る笠
かさ

懸
がけ

や流
や ぶ さ め

鏑馬などの訓練にはげみました。
3  武芸の訓練〈『男

お
衾
ぶすま

三
さぶ

郎
ろう

絵
え

詞
ことば

』東
とう

京
きょう

国立博物館蔵〉　
4  田植えの様子〈『大

だい
山
せん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき
［模

も
本
ほん

］』東京大学史
し

料
りょう

編
へん

纂
さん

所
じょ

蔵〉

鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

に，農業や商業はどのよ
うに変化したか確かめよう。

農民と地
じ

頭
とう

，荘
しょう

園
えん

領主の関係につ
いて，図に表して説明しよう。

表現

確認

1 やがて，あとつぎの者一人に相続させる単
独相続が行われるようになり，女性の財産の権

けん

利
り

も制限されるようになっていきました。

1   武
ぶ

士
し

の館
やかた

 
〈『一

いっ
遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』 
清
しょう

浄
じょう

光
こう

寺
じ

 
［遊

ゆ
行
ぎょう

寺
じ

］蔵
ぞう

〉

歴史の窓
　紀

き
伊
いの

国
くに
（和

わ
歌
か

山
やま

県）の阿
あ

弖
て

河
がわの

荘
しょう

は，京
きょう

都
と

の寂
じゃく

楽
らく

寺
じ

の
荘
しょう

園
えん

でしたが，地頭の湯
ゆ

浅
あさ

氏
し

が着任すると，農民は
地頭の支配も受けるようになりました。地頭は，武
力を用いて農民に労

ろう
役
えき

などの負
ふ

担
たん

を強制しようとし
ました。これに対して農民は，荘園領主の力で地頭
の乱

らん
暴
ぼう

をやめさせようと，13か条からなる訴
そ

状
じょう

を
まとめて領主に訴えました。1275年に出された訴
状は，農民自らが主に片

かた
仮
か

名
な

を使って書きました。

地
じ

頭
と う

を訴
うった

える農民
国宝

 

阿
弖
河
荘
上
村
の
百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

ら
が
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
…（
略
）

一
　（領
主
に
納お
さ
め
る
）材
木
の
こ
と
で
す
が
、
地
頭
が
都
に
行
く
と
か
、
近
所
で
の
労

役
だ
な
ど
と
言
っ
て
は
、
人に
ん

夫ぷ

と
し
て
地
頭
の
所
で
こ
き
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
余よ

裕ゆ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
人
を
、
材
木
を
運
び
出
し
に
山
へ
行
か
せ
た
と

こ
ろ
、
地
頭
が
「
逃に

げ
た
百
姓
の
畑
に
麦
を
ま
け
」
と
い
っ
て
追
い
戻も
ど

し
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
お
前
た
ち
が
麦
を
ま
か
な
い
と
、
妻
子
を
閉と

じ
込こ

め
て
、
耳
を
切
り
、
鼻
を

5  農民の訴状〈高
こう

野
や

山
さん

霊
れい

宝
ほう

館
かん

蔵〉

そ
ぎ
、
髪か
み

を
切
っ
て
尼あ
ま

に
し
て
、
縄
で
し
ば
っ
て
痛い
た

め
つ

け
る
ぞ
」
と
厳き
び

し
く
責
め
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
材
木
の

納の
う

入に
ゅ
う

が
さ
ら
に
遅お
く

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
…（
略
）

重文

国宝

鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

には，鎌倉や京
きょう

都
と

に屋
や

敷
しき

をもつ有力な

武士が増えましたが，地方の武士は，領地のな

かでも交通や水利のよい場所に，堀
ほり

や塀
へい

で囲んだ館
やかた

を設けて暮ら

しました。武士は領主として，下
げ

人
にん

や近くの農民を働かせて館の

周辺の田畑を耕作し，自らは乗馬や弓矢の武芸にはげんで戦いに

備えました。武士の一族は，惣
そう

領
りょう

を中心に血
けつ

縁
えん

によって団結し，

領地は惣領でない者にも分
ぶん

割
かつ

相続されました。武
ぶ

家
け

の女性は，土

地を相続することができたため，地
じ

頭
とう

になり，一族の中心として

領地を支配する女性も現れました。しかし，やがて新たな領地を

得られなくなると，一族の間で争いが起こることもありました。

公
こう

領
りょう

や荘
しょう

園
えん

の地頭となった武士は，土地の管理

や年
ねん

貢
ぐ

の取り立てを行いました。有力な武士の

中には，いくつもの荘園や公領の地頭となる者も現れました。地

頭がおかれた荘園では，地頭になった武士が，土地や農民を支配

しようとして，荘園領主とたびたび争いました。こうした争いは

幕
ばく

府
ふ

の裁
さい

判
ばん

によって決着し，地頭が一定額の年貢の納
のう

入
にゅう

をうけ負

1 2

4 3

1

武
ぶ

士
し

の暮
く

らし 

地頭の支配

うことで荘園の支配を任されたり，荘園の半分を地頭に与
あた

えたり

して，地頭の権
けん

利
り

が強くなっていきました。一方で農民は，領主

と地頭との二重の支配を受けて苦しみましたが，集団で地頭の勝

手な支配を領主に訴
うった

えるなどして，暮らしを守ろうとしました。

鎌倉時代には自然災害などによる飢
き

饉
きん

も起こり

ましたが，農地の開発が進み，農業技術も発達

しました。田畑に水を引き入れるかんがいの整備が進み，牛馬や

鉄製の農具を使った農耕が広まり，草木を焼いた灰
はい

などの肥料も

使われ始め，農業生産が高まりました。西日本を中心に，同じ田

畑で米を収
しゅう

穫
かく

した後に麦を栽
さい

培
ばい

する二
に

毛
もう

作
さく

も始まりました。

　農業の発達とともに，手工業や商業も盛
さか

んになりました。農村

にも，農具などの鉄製品を造る鍛
か

冶
じ

や，布や衣服を作る者が現れ

ました。寺社の門前や水陸の交通の要所には，年貢や商品の輸送

や取引を行う問
とい

丸
まる

が現れ，定
てい

期
き

市
いち

が開かれました。市での売買に

は宋
そう

銭
せん

が使われ，やがて年貢も銭
ぜに

で納
おさ

められるようになりました。

また，京都や鎌倉では，銭を貸す高
こう

利
り

貸
が

しも現れました。

5

民
み ん

衆
しゅう

と農業・商業

武士の館は，
貴
き

族
ぞく

の屋
や

敷
しき

と
どこが違

ちが

うだろう。

弓
きゅう

馬
ば

の道  ▶鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の人々の暮
く

らし4
鎌倉時代の人々は，どのような暮らしをしていたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

1 ともに学ぶ力・深く学ぶ力を育む内容構成の工夫

学習の流れを見通しやすく，思考・判断・表現する 
場面を適切に位置づけたページ構成

1時間=見開き2ページの中に，本文・資料・学習活動をバランスよく位置づけ，より学びやすい
紙面にしました。資料を読み解く手がかりを示すなど，生徒が自ら学ぶことができ，確かな学力を
獲得できるよう工夫しています。

特色

1時間の学習を見通す「タイトル」・「学習課題」・
「時代スケール」
・�タイトルには，学習内容を象徴するような言葉を用い，生徒が自ら
「知りたい・考えたい」と意欲を高められるよう工夫しました。

・�学習課題では，この時間の学習で何について追究していくのか，
学びの見通しをもてる課題を示しました。

・�時代スケールは，この時間で学習する時期を意識することができ，
歴史の大きな流れと関連づけることに活用できます。

2 学習のきっかけとなる「導入」
学習内容の中心となる資料を大きく掲
載し，生徒の興味・関心を高めます。資
料を読み解く視点のヒントをキャラク
ターの言葉として示し，すべての生徒が
意欲的に取り組めるようにするなど，授
業で活用しやすい導入部にしました。

1

視点を変えて捉え
なおす「歴史の窓」
本文とは視点を変えて学習
内容を捉えなおすことがで
きます。歴史的事象につい
て，生徒の多面的・多角的
な思考や理解を促します。

5

本時の学習をまと
める「確認」と「表現」
学習課題に対応した2 段階
の問いで，本時の学習を振
り返り，基礎・基本の確実
な定着を支援します。

「確認」は，学習を振り返っ
て整理するステップです。

「表現」は，学習内容 を自
分の言葉で説明したり，対
話したりすることで深い学
びへとつ な げるステップ
です。

6

2

理解しやすい 
　「本文」
平易な表現で，できごと
の 関係性を捉えやすく，
生徒が学習内容を理解し
やすい「読 んでわかる」
文章です。

3

理解を深める 
　「資料」
本文と関連する地図・写
真・図などの豊富な資料
により，学習内容につい
てイメージを伴ってより
深く理解することができ
ます。本文と資料の関連
を番号で示し，本文と資
料を結 び つけて 学習を
進めることができます。

4

特色 1  − 2  のポイント：思考力・判断力・表現力／知識・技能／基礎・基本の定着

資料活用を促し，学び合いを支援する「歴史の技」・「読み解こう」
資料を活用しながら学習を深められるように，資料の読み解きを支援するコーナーを設けました。

「歴史の技」では，資料活用の方法や手順を示し，歴史学習で必要な技能の習得を支援します。
「読み解こう」では，資料を読み解く視点を問いの形で示し，生徒が自ら資料を活用する力を育みます。

▲ p.41

▼ p.188

4 5



巻頭 2巻頭 1

さまざまな人たちの努力で，
伝統や文化財が
受け継

つ

がれてきたんだね。

   アイヌ民族の伝統的な舞
ぶ

踊
よう

を披
ひ

露
ろう

する人たち 
（北

ほっ
海
かい
道
どう
札
さっ
幌
ぽろ
市）

 航
こう

海
かい

の安全や豊
ほう

漁
りょう

を祈
いの

る沖
おき

縄
なわ

の伝統行事「那
な

覇
は

ハーリー」 
で，爬

は

竜
りゅう

船
せん

を漕
こ

ぎ，競
きそ

い合う人たち（沖縄県那覇市）

   長
なが

崎
さき

くんちで奉
ほう

納
のう

踊
おどり

を演じる人たち（長崎県長崎市）

メディアの
多様化

歴史の中で，
さまざまな変化が
起こってきたんだね。

 地
じ

震
しん

の被
ひ

害
がい

を受け，修復作業が進められる熊
くま

本
もと

城
じょう

 
（熊本県熊本市）

 日
にっ

光
こう

東
とう

照
しょう

宮
ぐう

の「三
さん

猿
ざる

」
の修復を行う様子 
（栃

とち
木
ぎ
県日光市）

天あ
め

の
海う

み

に

　雲
の
波
立
ち

　月
の
舟ふ

ね

星
の
林
に

　漕こ

ぎ
隠か

く

る
見
ゆ

国際宇宙ステーションから分
ぶん

離
り

した「こうのとり」７号機

 柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

と，人麻呂
がよんだ和歌

 地震を報
ほう

じる江
え

戸
ど

時代の瓦
かわら

版
ばん

   明
めい

治
じ

時代の選挙（風
ふう
刺
し
画
が
）

現代の選挙

 戦後初めて行われた衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員選挙

防
ぼう

災
さい

の授業で災
さい

害
がい

情報をやりとりする高校生

 アメリカのライト兄弟が
開発した飛行機

 家庭に普
ふ

及
きゅう

したラジオ（大
たい
正
しょう
時代）

人々の
政治参加の
あり方

科学・技術の
発展

私たちにつながる歴史
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３節　明治維新と立憲国家への歩み

5

10

15

5

10

15

20

み こう解読
1演説する弁

べん
士
し
は，何を訴

うった
えているのだろう。

2警官は，何をしよう
としているのだろう

。また，聴
ちょう
衆
しゅう
はど

んなことを言ってい
るのだろう。

3こうした民権派の活
動に対して，政府は

，どのような対応

をしたのだろう。

4 自
じ

由
ゆう

党
とう

は1884年に解散し
，立

りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

も

活動をほとんど中止
しました。

士族の反乱が起こっ
たのはなぜか，

確かめよう。

立憲政治の実現を目
ざす政府と民

権派の考え方には，
どのような違

ちが

いがあったか説明し
よう。

表現

確認

1 憲
けん

法
ぽう

によって国民の自由
と権利を認め，国

こっ

会
かい

を開いて，国民を国
政に参加させるしく

みを

立
りっ

憲
けん

政治といいます。

2 政府の改革によって
，刀を差したり，俸

ほう

禄
ろく

の支給を受けたりす
る特権をうばわれま

した。

3 大
おお

隈
くま

らは，すぐに国会を
開き，イギリスに

ならって政
せい

党
とう

政治を始めようと主
張したのに対

し，岩
いわ

倉
くら

らは，時間をかけ，ド
イツ（プロイセン）

にならって君
くん

主
しゅ

の権限の強い憲法を
つくろうと

主張しました。

郷里の高
こう

知
ち
に立
りっ

志
し

社
しゃ

を設立し，自由

民権の思想を青年

たちに広めました。

3   板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

 
（1837〜

1919）

1   自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

の演説会の様子〈東
とう
京
きょう
大学明

めい
治
じ
新聞雑誌文庫蔵〉

俳
はい

優
ゆう

の川
かわ

上
かみ

音
おと

二
じ
郎
ろう

が歌い，民衆の間で流
行しました。演説

の主張を歌にしたもの
で，「演

えん

歌
か
」とよばれました。

2   オッペケペー節
ぶし

4   主な士
し

族
ぞく

の反乱と，自由民権運動の広がり・主な激
げき

化
か

事件

5   田
た

原
ばる

坂
ざか

（熊
くま
本
もと
県）での政府軍（左）と西郷軍（右）の戦い 

〈熊本市立熊本博物
館蔵〉1874年

立志社の結成りっ　し　しや

1885年
大阪事件おお さか

1886年
静岡事件しず　おか

1884年
加波山事件  か　ば   さん

1884年
秩父事件ちち   ぶ

1884年
群馬事件ぐん   ま

1881年
秋田事件あき   た

1883年
高田事件たか   だ

1884年
飯田事件いい  だ

1882年
板垣退助遭難いた  がき たい すけ  そう なん

1884年
名古屋事件  な　 ご　 や

1882年
福島事件ふく しま

 ぎ　 ふ　

岐阜

０
300km

高知
こう  ち

1876年
萩の乱はぎ

1876年
秋月の乱あき  づき

1874年
佐賀の乱  さ 　が

1876年
神風連の乱しん  ぷう れん

1877年
西南戦争せい  なん

当時の府県界

1880年4月国会

開設の請願に参

加した府県

せい がん
かい せつ

主な士族の反乱

小学校

五
いつ

日
か
市
いち

町（現在の東京都あき
る野

の
市）の人々がまとめた

もので，国民の権利に
ついて示した部分です

。

7  五
いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

（一部）

・�日本国民ハ各自ノ
権利自由ヲ達

たっ
ス可

べ
シ，

他ヨリ妨
ぼう
害
がい
ス可
べか
ラス，且

かつ
国
こく
法
ほう
之
これ
ヲ保護ス

可シ
・�凡
およ
ソ日本国民ハ族

ぞく
籍
せき
位
い
階
かい
ノ別ヲ問ハス，

法律上ノ前ニ対シテ
ハ平等ノ権利タル可

シ

小学校

薩
さつ

摩
ま
藩
はん

出身で，戊
ぼ

辰
しん

戦争では新政府

軍の参
さん

謀
ぼう

を務めま

した。西郷は，西
せい

南
なん

戦争で最
さい

期
ご
をと

げました。

6   西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

（1827〜77）

〈西郷南
なん
洲
しゅう
�

顕
けん
彰
しょう
館
かん
蔵〉

士族の反乱をしずめ
た政府は，府県に議

会を設

置して，地方政治に
国民が参加する道を

開きま

した。民間では，自
由民権運動が都市の

知識人や農村の地
じ

主
ぬし

，有

力な農民などの支持
を集めて全国に広ま

り，各地に民権派の
団体

がつくられました。
1880年には，その

代表者たちが大
おお

阪
さか

に集ま

って国会期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

をつくり，早く国会
を開設するように政

府に請
せい

願
がん

しました。国会の開
設をめぐり，政府内

では大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

らと岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

らの意見が分かれま
した。1881年，政

府は大隈を辞
や

めさせ，

1890年に国会を開
くことを約束しまし

た。

このころ，民権派や
政府の関係者は，そ

れぞれ

の理想とする憲法案（
私
し

擬
ぎ

憲法）を発表したり，

憲法の学習会を開い
たりしました。また

1881年には，板垣
退助

を党
とう

首
しゅ

とする自
じ

由
ゆう

党
とう

が，翌年には大隈重
信を党首とする立

りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党
とう

がつくられました。
両党とも，各地で演

説会を開いたり，新
聞

に意見を発表したり
して国会開設に備え

ました。

　しかし，政府が，
法律で民権派の言

げん

論
ろん

や集会を取りしまっ
たり，

民権派の有力者を政
府の役職にとり立て

たりしたことや，不
景気

により政治資金が不
足したことから，民

権派の勢力は弱まり
まし

た。民権派のなかに
は，実力で政府に対

たい

抗
こう

しようと，警察と衝
しょう

突
とつ

する激
げき

化
か

事件を起こす人々が
現れましたが，一方

では，急進的な

活動をきらって民権
運動から離

はな

れる人々も増えまし
た。こうして，

自由民権運動は一時
おとろえていきまし

た。

4

3

7

21

4

4

政
せ い

党
と う

の誕生
自
じ

由
ゆ う

民
み ん

権
け ん

運
う ん

動
ど う

の始まり

士
し

族
ぞ く

の反乱

国会開設への
動き

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

のころ，欧
おう

米
べい

の先進諸国では立
りっ

憲
けん

政治

が行われていました
。日本でも，憲

けん

法
ぽう

をつくっ

て国
こっ

会
かい

を開き，立憲政治を
始めようという案が

政府内で議論され

るようになりました
。しかし，朝

ちょう

鮮
せん

との外
がい

交
こう

をめぐる内部の対立

などから，なかなか
実現しませんでした

。

　そこで，1874（明
治７）年，政府を退い

ていた板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

らは，

民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

建
けん

白
ぱく

書
しょ

を政府に提出して，
少数の有力者による

専
せん

制
せい

政治をやめ，早く民
撰議院（国会）を開く

ように主張しました
。こ

うして，国民の自由
と権利を求め，立憲

政治の実現を目ざす
自由

民権運動が始まりました。

一方，政府の改革に
不満をもっていた士

族らは，

西日本の各地で蜂
ほう

起
き

しました。1877年
には，

西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

をかつぎ上げて，鹿
か

児
ご

島
しま

の士族ら約４万人が
政府反対の

兵をあげました（西
せい

南
なん

戦争）。政府は徴
ちょう

兵
へい

制
せい

による新しい軍隊を
出

動させ，半年以上か
けてこれをしずめま

した。

1

3

2

4

6

5

権
利
幸
福
き
ら
い
な
人
に

自じ
由ゆう
湯とう
を
ば
飲
ま
せ
た
い

オ
ッ
ペ
ケ
ペ

オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ッ
ポ
ー

p.175

p.170,171

p.168

p.153

演説会に
警官がいるのは，

なぜかな。

民
み ん

撰
せ ん

議
ぎ

院
い ん

を開設せよ  ▶自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

と政
せい

党
とう

の誕生

14
国会の開設を目ざし

て，民権派や政府は
どのような活動を展

開したのでしょうか
。

学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文

古墳
平安

飛鳥

南北朝 戦国
明
治 昭和大
正

奈良
鎌倉

江戸
平成

室町

弥生

安土
桃山
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植木枝盛（1857～1892）『日本国国憲案』の一部〈国立国会図書館蔵〉 中江兆民（1847～1901）

自由民権資料館
　 （東京都町田市）

�津田梅子（右）と，�
女子英学塾（上：1923年ごろ） 

〈津
つ

田
だ

塾
じゅく

大学津田梅子資料室蔵〉

　「自由は土佐の山間より」とは，植木枝盛の言葉です。枝
盛は，1881（明治14）年に発表した憲法案『日本国国憲案』
のなかで，人権は国家といえども侵

しん

害
がい

できない権利であり，
人権が守られない場合には革命を起こす権利があることや，
政治を行う権利を人民がもつことを主張しました。

　また，フランスのルソー（←p.149）の思想を紹
しょう

介
かい

した中江
兆民は，『東洋自由新聞』の中心となって自由民権の思想を
広め，「東洋のルソー」とよばれました。後に兆民は，大

だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

を批判し，普通選挙の実
じっ

施
し

や，部
ぶ

落
らく

差別からの解
放などを主張しました。
　植木枝盛や中江兆民のこうした民主主義の思想は，多くの
人々に影

えい

響
きょう

を与
あた

え，受け継
つ

がれていきました。

　多摩地域はかつて，神
か

奈
な

川
がわ

県に属し，多くの自由民権家が
活
かつ

躍
やく

しました。また，民権派の団体も多数つくられ，民間の
憲法案である『五

いつ

日
か

市
いち

憲
けん

法
ぽう

』（←p.179）もつくられるなど，
自由民権運動が盛んでした。
　江

え

戸
ど

時代から，江戸に近く，経済などでのつながりが深か
った多摩には，新しい文化や情報が伝わっていました。また，
開国後には，外国との貿易品である生

き

糸
いと

を運ぶ通り道として，
外国の文化や知識も伝わりました。

　現在の町
まち

田
だ

市では，豪農出身の石
いし

坂
ざか

昌
まさ

孝
たか

らが中心となり，
自由民権の思想を勉強したり，演説会を開

かい

催
さい

したりする団体
が組織されました。1890年に第１回衆議院議員総選挙が行
われると，石坂は地元の選挙区から立候補し，当選しました。
石坂は，その後3期連続で当選して国会議員を務めたのち，
群
ぐん

馬
ま

県知
ち

事
じ

に任命されました。
　その後も多摩では，自由党（←p.179）の根

こん

拠
きょ

地
ち

として政治
運動が活発に行われました。現在では，自由民権運動が行わ
れたことを記念して，資料館や記

き

念
ねん

碑
ひ

などが建てられていま
す。

　明
めい

治
じ

維
い

新
しん

ののち，欧
おう

米
べい

の文化にふれた人を中心に，人材育
成の基

き

礎
そ

を築くため，女学校を設けようという意見があがり
ました。
　当時，開

かい

拓
たく

使
し

の次
じ

官
かん

を務めていた黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

が，女子を欧米
の国に留学させることについての建

けん

議
ぎ

書
しょ

を太
だ

政
じょう

官
かん

に提出する
と，使節団を編成中だった岩

いわ

倉
くら

具
とも

視
み

は賛成し，女子を留学生
に加える決定がなされました。
　開拓使は，必要経費をすべて官費で支

し

払
はら

うなどの好条件で，
留学期間10年間の女子留学生を募集しましたが，当時は女
子を留学させるという考え方は一

いっ

般
ぱん

的
てき

ではなかったため応募
者が現れず，2度目の募集で５人の少女が応募し，アメリカ
への留学生となりました。そのなかの一人が津田梅子でした。
　1872年１月，サンフランシスコに到

とう

着
ちゃく

した津田梅子の世
話を引き受けたのは，公

こう

使
し

の森
もり

有
あり

礼
のり

でした。その後，日本公
使館に勤めるアメリカ人夫婦のもとで育てられました。学校
に入学した梅子は，やがてキリスト教の洗

せん

礼
れい

を受けました。
1882年に，卒業と同時に帰国した時には，日本を出発して
から11年がたっていました。
　1889年から再度アメリカに留学し，帰国した梅子は，女
子教育の目的は，母親として立派な子どもを育てるためだけ
ではなく，女性の地位そのものを高めていくためでなければ
ならない，という思いを強く抱

いだ

きました。やがて，念願の女
子英

えい

学
がく

塾
じゅく

を設立しました。関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

の際には，校舎が全
ぜん

焼
しょう

植
う え

木
き

枝
え

盛
も り

と中
な か

江
え

兆
ちょう

民
み ん

多摩の自由民権運動
　幕

ばく

末
まつ

から明治初期の急激な変化は，地域社会に大きな衝
しょう

撃
げき

を与えました。江戸時代から村役人（←p.124）など地域の重
要な役割を担っていた多摩の豪

ごう

農
のう

たちは，地域の人々の生活
を安定させるために，外国の知識も取り入れ，自由民権運動
を主導しました。特に，ルソーなどが主張した「人間は生ま
れながらにして自由かつ平等であり，幸福を追求する権利が
ある」という天

てん

賦
ぷ

人権論の考え方は，自由民権運動に大きな
影響を与えました。

してしまいましたが，アメリカの友人の助けもあり，女子英
学塾は再建されました。女性の地位向上を願い続けた津田梅
子は，64歳でその生

しょう

涯
がい

を終えました。

関連 地理  地域調査の手法／ 公民  民主政治・政治参加，よりよい社会を目ざして（終章）

（阪）身近な地域の歴史を調べよう④

明
め い

治
じ

期の面
お も

影
か げ

を訪
た ず

ねて 近代に生きた地域の人々
自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

の中心となった板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

は，土
と

佐
さ
（高

こう
知
ち

県）の出身です。土佐からは，ほかにも何人もの自由民権家が現れ，運動の担
にな

い手とな
りました。また，現在の東

とう
京
きょう

23区の西側の地域にあたる，多
た

摩
ま

地域でも自由民権運動が盛
さか

んに行われました。当時の人々がどのような主
張をしたのか探

さぐ
ってみましょう。

岩
いわ
倉
くら
使
し
節
せつ
団
だん
とともに，女子留学生の一人としてアメリカに渡

わた
った津

つ
田
だ
梅
うめ
子
こ
（←p.174）は，

出発当時６歳で，募
ぼ
集
しゅう
で集まった少女のうち最年少でした。梅子がその後どのような活躍をしたのか探ってみましょう。

持続可能な社会の実現に向け，課題解
決に取り組むことができる内容の充実

主権者として社会に参画する意識を高めることができる教材・内容
持続可能な社会の実現に関わる社会の諸課題の扱いを充実させ，生徒がそれらの課題を，歴史の流れをふまえて考察
することができるように工夫しました。また，地域社会と関わりながら学習できるページを充実させました。

2特色

自ら地域と関わる力を育む 
「身近な地域の歴史を調べよう」  p.10-16 

身近な地域の歴史を調べる学習活動については，生徒が主
体的に調査計画を立て，地域社会と関わりながら学びを展
開できるよう，学習の進め方を示す「地域調査の手引き」や
生徒が活動する様子の写真を充実させました。

政治や人権の歴史を捉えやすい紙面
生徒が，現在の政治や人権について，歴史の流れに位置づけながら
思考・理解を深めることができるよう，政治や人権の来歴を取り扱
うページを充実させました。本時ページでは，各時代の政治や人権
の動きを学習しやすい構成を工夫しました。特設ページでは，女性
や民衆など，政治・社会に参画した人々の姿を取り上げました。

自己と歴史との関係について考えを深められる資料ページ  巻頭1・2 

生徒が自分たちと歴史のつながりを意識できる「私たちにつながる歴史」(巻頭1・2)や，歴史の大きな流れ
を見開きで一覧することができる「歴史年表」(巻末2・3)，歴史の中で人々がどのように世界を捉えてきた
のかを考えることができる「世界地図の歴史」(巻末4)などの資料ページを充実させました。

1

特色 2  − 1  のポイント：持続可能な社会の実現／社会参画
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5

1  高
こう

層
そう

ビルN
ネ ク ス ト

EXT21から見た新
にい

潟
がた

の街と信
しな

濃
の

川

2  新潟市歴史博物館

【調査全体の見通しを立てよう】地
ち

域
い き

調査の手引き 1

◦�地域の発
はっ
展
てん
につくした人物，武

ぶ
士
し
，政治家，文化人など�

・どの時代に活
かつ
躍
やく
した人物か�

・どのようなことを行ったのか�
・どのような歴史上のできごとと関わりがあるか

◦�街
かい
道
どう
，港，橋，町

まち
並
な
み，地名，駅やバス停の名前など�

・いつごろ造られたものか　・どのような由来があるのか

◦�古
こ
墳
ふん
，城あと，寺・神社，石

せき
碑
ひ
，建物など�

・いつごろ造られたものか　・だれが造ったのか

◦�祭り，正月などの年中行事，郷
きょう
土
ど
料理など�

・いつごろ始まったものか　・どのような由来があるのか

◦�地域で起こったできごと，民
みん
謡
よう
，神

しん
話
わ
・伝説など�

・いつごろのできごとか　・どのようなできごとか�
・地域にどのような影

えい
響
きょう
があったのか

小学校で学んだ人物や，地域に関わりのある人物

地域の風景や地名

地域の産物

地域の遺
い

跡
せ き

や文化財

地域の行事や風習

歴史的なできごとや，地域に伝わる昔話

4   楠
くす

本
もと

正
まさ

隆
たか

 
(近代の�
政治家)

5   赤
あか

塚
つか

不
ふ

二
じ

夫
お

 
(現代の�
漫
まん
画
が
家
か
)

7   ラムサール条約に登録されている佐
さ

潟
かた

新潟には「潟
かた

」とよばれる海岸の湖が多くあります。

6   幕
ばく

末
まつ

に建てられた旧新潟税
ぜい

関
かん

庁
ちょう

舎
しゃ

8   港の安全を祈
いの

る新潟まつりの水上みこし渡
と

御
ぎょ

9   米
べい

菓
か

「柿
かき

の種」(左)と，笹
ささ

団子(右)

◦�伝統的な工芸品，特産品，土
み や げ
産など�

・いつから作られているのか�
・地域の風土とどのように関わっているのか

長野県
栃木県

群馬県

福島県

山
形
県

富
山
県

新潟県

新潟市

なが の

とち ぎ

ぐん ま

ふくしま

や
ま
が
た

と
や
ま

と
や
ま

にいがた

にいがた

0 40km

P10-3

　歴史は，教科書や本の中だけでなく，私たちの身のまわりにもあるもので

す。出かけたときに見かけた建物や町
まち

並
な

み，街
かい

道
どう

，小学生のときに参加した

祭りや行事なども地
ち

域
いき

の歴史を知るきっかけの一つです。次のページの例も

参考にして，身近な地域にどのような歴史があるのか探
さぐ

ってみましょう。班
はん

で話し合うと，自分だけでは気づけなかったことも発見できるかもしれませ

ん。意見を出し合ったら，興味や疑
ぎ

問
もん

をもったもの・ことの中からテーマを

決めて，地域調査を始めましょう。

地域にはどのよ
うな歴史がある
か，班

はん

で意見を
出し合いましょ
う。

教科書や図書館
の本，インター
ネットなどを使
って，まずは学
校内で情報を集
めましょう。

情報を集めるな
かで発見したこ
とや，疑

ぎ

問
もん

に思
ったことを班で
話し合い，調査
の課題を決めま
しょう。

調査計画書を作
って，見学の予
定や現地で調べ
ることを明確に
してから，見学
やインタビュー
に取り組みまし
ょう。

調査の記録や集
めた資料を整理
して，そこから
どのようなこと
がいえるか，班
で話し合いまし
ょう。

調査の結果を文
章，地図やグラ
フ，表やイラス
トなどに表現し
て，レポートを
作りましょう。

発表会を開いて，
調べたことを発
表しましょう。
ほかの班と意見
交
こう

換
かん

をして，調
査を振り返りま
しょう。

① テーマを 
決める

② 情報を 
集める

③ 調査の課題 
を決める

④ 地域調査を 
実
じっ

施
し

する
⑤ 整理して 

考察する
⑥ 結果を 

まとめる
⑦ 発表して 

振
ふ

り返る
本などで調べるほかに，
家族や先生，地域の方に
聞き取りを行う
方法もあります。

身近な地
ち

域
い き

の歴史を調べよう2
身近な地域の歴史を調べる学習の方法について学びましょう。(ここでは新

にい

潟
がた

県新潟市を例に進めます。)

テーマを決めよう  ▶地域にはどんな歴史があるかな1

3   新潟市の位置

▲ p.182-183

▲ p.178-179

具体的なエピソードな
ど から，本 時 ペ ー ジ
での 学習をさらに深
める特設ページ。

社会と関わる人々の様子を多数
掲載した現代史  p.276-283 

災害時における共助・公助の場面や，国
際支援の様子など，現代に生きる人々の
多様な社会との関わりについて，扱いを
充実させました。

good

98
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5

10

15

5

10

15

歴史の窓 宋
そ う

と高
こ う

麗
ら い

　10世紀後半に中
ちゅう

国
ごく

を統一した宋（←ｐ.50）は，12世紀前
半に，北方におこった金

きん
との戦いに敗れ，都を南に移しまし

た（南
なん

宋
そう

）。宋では，長
ちょう

江
こう

以南でも新田の開発が進み，新たな
都市が発達しました。茶や陶

とう
磁
じ

器
き

などの生産も盛
さか

んになり，
銅の貨

か
幣
へい
（宋

そう
銭
せん

）とともに日本に輸出されました。また，木版
印刷が広まり，火薬や羅

ら
針
しん

盤
ばん

が実用化されるなど，科学技術

が発達しました。仏
ぶっ

教
きょう

では，禅
ぜん

宗
しゅう

や浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

が栄え，日本の仏
教にも影

えい
響
きょう

を与
あた

えました。儒
じゅ

教
きょう

では，家族の秩
ちつ

序
じょ

や身分の上
下を重んじる朱

しゅ
子
し

学
がく

が確立されました。
　10世紀前半に朝

ちょう
鮮
せん

を統一した高麗（←ｐ.50）では，仏教を
国が保護し，経

きょう
典
てん

が版木にほられて印刷されました。青
せい

磁
じ

とよ
ばれる美しい磁器も作られ，これらは日本にもたらされました。

4  12世紀の東アジアと日
に っ

宋
そ う

貿易

日　本　海

河
が

黄
こう

江
こう

長
ちょう

太

　
平

　
洋

た
い

　
　へい

　
　よう

揚州

開封

平泉

福原京

厳島神社

松浦

京都

坊津明州臨安
大輪田泊

博多

宋

金

日本
高麗

ヤンチョウ

ようしゅう

カイフォン

かいほう

ひらいずみ

ふくはらきょう

いつくしまじんじゃ

まつ ら

ぼうの つめいしゅうりんあん

おお わ だのとまり

はか た

そう

きん

こうらい

コ リョ

30°

40°

130° 140°

0 400km

平氏が朝廷から支配を
認められたところ

ちょうてい

みと

日宋貿易の行路
にっそう

P65-4

世界
遺産 国宝

1   春
か す が

日大
た い

社
し ゃ

に到
と う

着
ちゃく

した 
白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

 
〈『春日権

ごん
現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』 
宮
く

内
ない

庁
ちょう

三
さん

の丸
まる

尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵
ぞう

〉

平清盛が権
け ん

力
りょく

を握
に ぎ

るきっかけとな
ったできごとを確かめよう。

平氏の政治と，藤
ふ じ

原
わ ら

氏
し

の摂
せ っ

関
か ん

政治
を比べて，どのような共通点や違

ち が

いがあるか説明しよう。

表現

確認

6   壇
だ ん

ノ
の

浦
う ら

の戦い（江
え

戸
ど

時代に描かれたもの） 
〈『平家物語絵巻』林

はやし
原
ばら

美術館蔵〉

平氏は，宋や高麗の貿易船が来航しやすいように，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や港を整備して，日宋貿易でも大きな富
を築きました。海上交通の安全を祈

いの

って，厳島神社の
整備を援

えん

助
じょ

しました。

5  厳
いつく

島
し ま

神社（廿
はつ

日
か

市
いち

市）

白河上皇の周りには，
どのような人が
描
えが

かれているかな。

2    平
へ い

氏
し

の栄
え い

華
が

 
（『平

へい
家
け

物
もの

語
がたり

』より一部要約）

　清
きよ

盛
もり

自身が栄華を極
きわ

めるだけでなく，平
へい

家
け

一門がともに繁
はん

栄
えい

して，嫡
ちゃく

子
し

の重
しげ

盛
もり

は内
ない

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

将
しょう

，次男の宗
むね

盛
もり

は中
ちゅう

納
な

言
ごん

で右
う

大
だい

将
しょう

，三男の知
とも

盛
もり

は三
さん

位
み

の中
ちゅう

将
じょう

，嫡
ちゃく

孫
そん

の維
これ

盛
もり

は四
し

位
い

の少
しょう

将
しょう

と，全部で一門の公
く

卿
ぎょう

は16
人，殿

てん
上
じょう

人
びと

は30人余り，諸
しょ

国
こく

の役人など
を合わせると60人余りである。世の中に
は平家のほかに人がいないというほどの様
子であった。
1 あとつぎとなる子のこと。
2 嫡子の嫡子のこと。
3 大臣や大・中納言など，朝

ちょう
廷
てい

の中心的な
役職に就

つ
く位の高い貴

き
族
ぞく

のこと。
4 都の内

だい
裏
り

にある清
せい

涼
りょう

殿
でん

の殿
てん

上
じょう

の間
ま

に昇
のぼ

る
ことを許された，位の
高い貴族のこと。

1

2

3

4

3   平
たいらの

清
き よ

盛
も り

（1118～81） 
〈六

ろく
波
は

羅
ら

蜜
みつ

寺
じ

蔵〉

重文

［解説］◆

皇
こう

位
い

をゆずった太
だい

上
じょう

天
てん

皇
のう

（上皇）が住む御
ご

所
しょ

を院
とよんだことから，上皇も院とよばれました。
院で上皇が政治を行うことを院

いん

政
せい

といいます。

上
じょう

皇
こ う

・院
い ん

11世紀中ごろに，藤
ふじ

原
わら

氏
し

と血
けつ

縁
えん

関係がうすい

後
ご

三
さん

条
じょう

天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

すると，荘園を整理して公
こう

領
りょう

を増やし，摂
せっ

関
かん

家から政治の実
じっ

権
けん

を取りもどそうとしました。次

の白
しら

河
かわ

天皇は，幼
よう

少
しょう

の皇
おう

子
じ

に皇
こう

位
い

をゆずって上
じょう

皇
こう

となった後，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

をおさえて政治を行いました。これを院政といいます。

　白河上皇や，次に院政を行った鳥
と

羽
ば

上皇は，天皇としての制約

を受けない自由な立場にあったため，政治の方
ほう

針
しん

を変えて荘園を

増やしました。上皇や，上皇が新しく建てた寺社には，その権
けん

力
りょく

を頼
たよ

る中小貴
き

族
ぞく

から多くの荘園が寄
き

進
しん

されるようになりました。

荘園が増加すると，土地をめぐる争いも増えま

した。荘園をもつ有力な寺社は，自らの要求を

通すため，僧
そう

を武
ぶ

装
そう

させて僧
そう

兵
へい

とするようになりました。朝
ちょう

廷
てい

は，

僧兵の圧力に対応するために，武士を都の警
けい

備
び

に当てました。

　12世紀中ごろに鳥羽上皇がなくなると，院政の実権をめぐっ

て天皇家や藤原氏の対立が激
はげ

しくなりました。後
ご

白
しら

河
かわ

天皇は，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

や源
みなもとの

義
よし

朝
とも

らを従
したが

えて，崇
す

徳
とく

上皇に勝利しました（保
ほう

元
げん

の乱
らん

）。

後白河上皇が院政を始めた後にも再び朝廷内で争いが起こると，

清盛が義朝を破り，上皇の信
しん

頼
らい

を得た平
へい

氏
し

が，清盛を中心に勢力

を広げていきました（平
へい

治
じ

の乱）。この二つの事件では，京
きょう

都
と

で合
かっ

◆

1

3

荘
しょう

園
え ん

と院
い ん

政
せ い

中央の政治と
武

ぶ

士
し

戦
せん

が行われ，政治の争いが武士の力で決着したことから，貴族に

大きな衝
しょう

撃
げき

を与
あた

え，武士が政治にも力をもつようになりました。

平清盛は，武士として初めて政治の実権を握
にぎ

り

ました。朝廷の最高の役職である太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

にな

り，娘
むすめ

を天皇の后
きさき

にして，一族も高い位や役職を占
し

め，広大な公

領や荘園を支配して栄えました。また，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

（現在の神
こう

戸
べ

港）を整備し，中
ちゅう

国
ごく

の宋
そう

と盛
さか

んに貿易を行いました。

商人や僧が行き来して，宋
そう

銭
せん

が大量に輸入され，新しい仏
ぶっ

教
きょう

の動

きも伝えられるなど，大陸との交流が活発になりました。

権力を強めた清盛に対して，天皇家や貴族は反

発を強めました。また地方の武士も，平氏への

不満をもつようになりました。清盛と後白河上皇の対立が激しく

なると，後白河上皇の皇子が平氏打
だ

倒
とう

をよびかける命令を発し，

伊
い

豆
ず

（静
しず

岡
おか

県）の源
みなもとの

頼
より

朝
とも

や木
き

曽
そ

（長
なが

野
の

県）の源
みなもとの

義
よし

仲
なか

ら源
げん

氏
じ

を中心と

する各地の武士が兵を挙げました。頼朝は，武士たちを組織して

関
かん

東
とう

地方を支配すると，弟の源
みなもとの

義
よし

経
つね

らを派
は

遣
けん

して平氏を攻
せ

め，

1185年に，壇
だん

ノ
の

浦
うら

（山
やま

口
ぐち

県）で平氏をほろぼしました。

2

5 4

6

平
へ い

氏
し

政
せ い

権
け ん

の誕
た ん

生
じょう

平氏の滅
め つ

亡
ぼ う

p.59

コ　 リョ

貴
き

族
ぞ く

から武
ぶ

士
し

へ  ▶院
いん

政
せい

と平
へい

氏
し

政
せい

権
けん

2
平氏は，どのように政治の実権を握

にぎ

り，どのような政治を進めたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山
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キーワードの例 ベトナム戦争，沖
おき

縄
なわ

の本
ほん

土
ど

復帰，高度経済成長

歴史の窓
　怪

かい
獣
じゅう

映画『ゴジラ』の第１作は，1954年11月に公開されました。ゴジラは，南太
たい

平
へい

洋
よう

の海底で
生き残った太古の恐

きょう
竜
りゅう

で，水
すい

爆
ばく

実験によって眠りから覚め，水爆のエネルギーを体にためた怪獣と
なって人類を襲

おそ
うという設定でした。同年３月には，アメリカが太平洋のビキニ環

かん
礁
しょう

で水爆実験を
行って，日本のマグロ漁船第五福

ふく
竜
りゅう

丸
まる

が被
ひ

ばくし，原
げん

水
すい

爆
ばく

禁止運動が高まっていました（←p.263）。
冷
れい

戦
せん

下の核
かく

開発と，反核運動の高まりの中で映画は公開されたのです。
　1971年に公開された第11作『ゴジラ対ヘドラ』は，汚

お
染
せん

された海のヘドロを食べて巨大化する
怪獣ヘドラとゴジラが戦う設定で，高度経済成長期に発生した公
害問題（←p.271）を背景にしています。エンターテインメント
性の高い特

とく
撮
さつ

映画にも，当時の社会問題が映し出されています。

ゴジラが見た日本社会

6   映画『ゴジラ対ヘドラ』の 
ポスター

〈©TOHO CO.,LTD〉
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5   家庭電化製品と乗用車の普
ふ

及
きゅう

 
（内閣府「消費動向調査」）

4   湯
ゆ

川
かわ

秀
ひで

樹
き

 
（1907～81）

中
ちゅう

間
かん

子
し

理論を発表して
ノーベル物理学賞を受
賞しました。のちに核

かく

兵
へい

器
き

開発に反対する立
場から，平和運動にも参加しました。湯川の後も，日
本からは，佐

さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

が平和賞（1974年）を，山
やま

中
なか

伸
しん

弥
や

が生理学・医学賞（2012年）を受賞するなど，2018
年までに26人がノーベル賞を受賞しています。

3   美
み

空
そら

ひばり（1937～89）

９歳でデビューし，「天才少女」とよ
ばれました。40年以上にわたって歌

か

謡
よう

界で活
かつ

躍
やく

しました。

1  建設中の東
とう

京
きょう

タワー（左：1958年）と， 
2  街頭テレビに集まる人 （々上：1955年）

東京タワーは，テレビとラジオの電波塔
とう

として造られま
した。テレビ放送が開始された当時，テレビは高額で，
街角に設置されたテレビに人々が集まりました。

テレビは，人々の暮らしを
どのように変えたのかな。

マスメディアは，人々の生活や文
化にどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えたか説
明しよう。

冷
れい

戦
せん

下，日本の外交関係や経済が
変化した歴史の中で，特に重要だ

と考えるできごとや言葉を，下の「キーワ
ードの例」も参考にして，ｐ.264～273
から一つ選ぼう。また，その理由を説明し
よう。

表現

２節を
とらえる

［解説］◆

マス（mass）は，「集団」を意味する言葉です。
新聞・雑誌・ラジオ・テレビなど，多数の人々
に，多くの情報を送るための情報伝達の手段を
マスメディアといいます。

マスメディア

7   大
おお

阪
さか

で開催された日本万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

（1970年）

「人類の進歩と調和」をテーマに開かれ，77か国が参
加しました。

戦後，GHQは占
せん

領
りょう

政策の範
はん

囲
い

の中で言論の自

由を認めたため，新聞・雑誌・書
しょ

籍
せき

の出版が盛
さか

んになりました。占領の影
えい

響
きょう

で，ジャズ音楽やハリウッド映画な

どのアメリカ文化が広まり，人々に親しまれました。娯
ご

楽
らく

や文化

は戦争中の統制を解かれ，街には「リンゴの唄
うた

」などの明るいメ

ロディが流れて，人々に解放感を与
あた

えました。

　また，黒
くろ

澤
さわ

明
あきら

などの映画が海外でも高く評価され，1949年

（昭
しょう

和
わ

24）年に，物理学者の湯
ゆ

川
かわ

秀
ひで

樹
き

が日本人として初めてノー

ベル賞を受賞するなど，人々を元気づけるできごともありました。

戦後も，戦前から普及していたラジオと映画が

大衆の娯楽の中心でしたが，1953年にテレビ

放送が始まると，高度経済成長期にテレビが急速に普及しました。

テレビによって，芸能やスポーツなども家庭で楽しめるようにな

り，歌手の美
み

空
そら

ひばりや，プロ野球の長
なが

嶋
しま

茂
しげ

雄
お

や王
おう

貞
さだ

治
はる

，相
す

撲
もう

の

大
たい

鵬
ほう

，プロレスの力
りき

道
どう

山
ざん

などが人気を集めました。中
ちゅう

継
けい

技術が発

達すると，世界のできごとも早く伝わるようになりました。

4

1 2 5

3

戦後復興期の
文化

テレビの普
ふ

及
きゅう

と
文化の大

た い

衆
しゅう

化

　テレビで流される企
き

業
ぎょう

の広告（CM）は，人々の消費意欲をかき

立て，大量消費社会のシンボルとなりました。新聞・ラジオ・テ

レビなどのマスメディアを通じて，全国の人々が同じ情報に接す

るようになり，生活文化の均質化が進むと，自分の生活の程度は

人並みと考える「中
ちゅう

流
りゅう

意
い

識
しき

」が人々の間に広がりました。

　また，多様な雑誌や書籍が出版され，社会のかげの部分を推理

小説に書いた松
まつ

本
もと

清
せい

張
ちょう

や，人物を中心とする歴史小説を書いた司
し

馬
ば

遼
りょう

太
た

郎
ろう

が，幅
はば

広い読者を獲
かく

得
とく

しました。川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

や大
おお

江
え

健
けん

三
ざぶ

郎
ろう

は，優
すぐ

れた純文学の作品を著
あらわ

してノーベル賞を受賞しました。子

どもたちは，週刊の漫
まん

画
が

誌やテレビのアニメ番組を楽しみにしま

した。ストーリー性の高い漫画を生み出した手
て

塚
づか

治
おさ

虫
む

は，国産ア

ニメの制作にも尽
じん

力
りょく

し，1963年に『鉄
てつ

腕
わん

アトム』がテレビで放

送されました。手塚の後には，藤
ふじ

子
こ

不
ふ

二
じ

雄
お

らが続きました。

　絵画や彫
ちょう

刻
こく

で活
かつ

躍
やく

した岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

は，日本万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

のシンボル

「太陽の塔
とう

」を制作して，世界の人々を驚
おどろ

かせました。

戦後すぐの1947年，戦時中に発見された登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調査が行われ，弥
や よ い

生時代の集落や水

田が発掘されました。一方で，戦後復興や経済成長の中で開発が

優先され，多くの遺跡が調査されることなく壊
こわ

されていきました。

そうしたなか，1949年に法
ほん

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁
へき

画
が

が焼
しょう

損
そん

したことをき

っかけに，翌年，文化財保護法が制定されました。平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
あと

など

の各地に保存された遺跡は，現在に歴史を伝えています。

◆

6

7

経済成長と
文化財保護

p.256

p.3

p.32

p.41

p.44

p.270

わが家にテレビがやってきた  ▶マスメディアの発達と戦後の文化8
戦後から高度経済成長期にかけて，人々の生活や文化はどのように変化したのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

2 持続可能な社会の実現に向け，課題解決に取り組むことができる内容の充実

社会的な課題を多面的・多角的に捉え， 
考察することができる教材・内容

コラム「歴史の窓」や特設ページを充実させ，本文とは異なる視点から歴史を捉えなおすことが
できるように工夫しました。資料を活用しながら多面的・多角的に考察し，根拠をもって判断し，豊
かに表現する力を育みます。

特色

2

学習内容の背景や影響を考えることができる
「歴史の窓」

本文で学習した内容について，その歴史的事象の背景や影響
を扱うコラムです。全体で 19 テーマを設けています。たと
えばp.64～65では，本文で平氏政権を取り上げていますが，

「歴史の窓」では，日宋貿易の相手国である宋の科学技術や
文化などについて扱っています。また p.273 の「歴史の窓」
では，冷戦下の核開発や高度経済成長期の公害問題などと，
特撮映画とのつながりを取り上げ，社会的なできごとが文化
にも影響を与えていることに気づける内容になっています。

特色 2  − 2  のポイント：多面的・多角的な考察／戦争体験の継承／領域をめぐる課題

▲ p.64-65

▲ p.272-273

◀︎ p.248-249

◀︎ p.176-177

p.268-269 ▶︎

249248 ◦第６章　二度の世界大戦と日本 ４節　第二次世界大戦と日本の敗戦関連 地理  地域調査の手法／ 公民  平和主義，よりよい社会を目ざして（終章）

各地に残る戦争遺
い

跡
せ き さまざまな形で戦争を伝える

戦争の傷
きず

跡
あと

が刻まれた施
し

設
せつ

は，戦争遺跡として保
ほ

存
ぞん

され，私たちに戦争の様子を伝えます。

2   ひめゆり学徒隊の手記
このような手記をまとめた資料も，
戦争体験を知る手がかりになります。

「敵がせまり，壕
ごう

を脱
だっ

出
しゅつ

しないと危険
な状態になったとき，石川清子さんは，
負傷していて動けませんでした。妹の
いそ子さんは，『わたしは姉と残る。』
と言い張っていましたが，清子さんは，

『あなた一人でも助からないと，どうす
るの。あなたまで残ったら，だれがこ
の事実を伝えるの。』と，妹をしかりま
した。姉に説得されて，いそ子さんは
泣く泣く壕を出たのです。」

1   沖
おき

縄
なわ

戦の記憶を 
語り継

つ

ぐ， 
若い世代の説明員

　  （沖縄県糸
いと

満
まん

市
　  「ひめゆり平和祈

き
念
ねん

資料館」）

8   「原爆の図・第８部（救出）」〈丸木位里・俊筆　丸木美術館蔵〉

7   保存工事が行われた原爆ドーム（1967年 広島県広島市）　

原爆の脅
きょう

威
い

を伝える貴重な戦争遺跡として，世界遺産に登録されていま
す。国内外から多くの寄付を受け，補強と同時に，被爆後の様子をできる
だけ残すように工事が進められました。

3   空
くう

襲
しゅう

を受けた鉄橋の一部（岩
いわ

手
て

県宮
みや

古
こ

市）

1945年には全国各地で空襲を受けるようになり，その時の弾
だん

痕
こん

が
残る建物も各地に残っています。この鉄橋は2011年の津

つ

波
なみ

災害で
崩
ほう

落
らく

しましたが，戦争の恐ろしさを伝える遺跡として保存を求める
市民の声が上がり，弾痕の見られる部分が残されました。

4   軍事用の資材を隠したとされる壕（鹿
か

児
ご

島
しま

県鹿
かの

屋
や

市）

空襲では，重要な軍事施
し

設
せつ

が狙
ねら

われました。かつて軍の基地や飛行
場があった地域では，空襲で破

は

壊
かい

されないように航空機や資材を隠
かく

した壕（掩
えん

体
たい

壕
ごう

）を戦争遺跡として保存しているところもあります。

5   アウシュビッツの歴史を 
説明する，中

なか

谷
たに

剛
たけし

さん 
（2015年 ポーランド）

アウシュビッツ・ビルケナウ博物館の外
国人公式ガイドとして，世界各地から訪

おとず

れる人たちに歴史を語り継いでいます。

6   広島平和記念資料館の
　  展示を見学する
　  アメリカ人の来館者
　  （2018年 広島県広島市）

近年，資料館を訪れる外国人
の数が増えています。

　日本では，兵士として戦争を体験した人たちや，空
くう

襲
しゅう

の被
害や疎

そ

開
かい

を体験した人たちが語
かた

り部
べ

となって，戦後に生きる
人々のために自らの経験を語ってきました。しかし，そうし
た活動は，戦争を体験した人たちが高

こう

齢
れい

になり，継
けい

続
ぞく

してい
くことが難

むずか

しくなっています。そうしたなかで，若い世代に
よる語り継

つ

ぎなど，戦争の記憶を未来に残すための取り組み
が各地で行われるようになっています。
　沖

おき

縄
なわ

では，1945（昭
しょう

和
わ

20）年の地上戦で，「ひめゆり学徒
隊」とよばれた女学生たちが，負傷した兵士の看護などのた
めに戦場に動員されました。当時15～19歳

さい

だった多くの
少女たちが，そこで命を落としました。
　沖縄県糸

いと

満
まん

市にある「ひめゆり平和祈
き

念
ねん

資料館」では，
1989年の開館以来，ひめゆり学徒隊の生存者たちが，自ら
の戦争体験を多くの来館者に語り続けてきました。学徒隊の
生存者は，戦争を知らない若い世代にこそ戦争の実態を知っ
てほしいという思いをもって，当時の様子を自らの言葉で語
ってきたのです。

　「戦争の記憶を風化させず，次世代の人々へつないでいく
ためにどうすればよいか」という課題は，戦争を経験した世
界各国に共通するもので，当時の状

じょう

況
きょう

を物語る資料や建物，
戦争を体験した人々の証言をどのように受け継いでいくかを
模
も

索
さく

しています。大戦の中で大量の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を出したアウシュ
ビッツなど，悲

ひ

惨
さん

な歴史をもつ地域では，戦争に関する資料
を収集・保存・展示する資料館や博物館を建てて，歴史の継

けい

承
しょう

に取り組んでいます。
　また，自国内だけでなく，世界に向けて戦争の記憶を伝え
る取り組みも重要です。原

げん

爆
ばく

の被害の実態を世界に発信し続
けてきた広

ひろ

島
しま

平和記念資料館では，海外の資料館・博物館な
どとの交流を広げ，海外での展示の場を増やしたり，情報交

こう

換
かん

を進めたりしようとしています。
　近年では，インターネットの普

ふ

及
きゅう

にともない，ウェブサイ
トとして記録を残していく取り組みも進められています。地

ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

や地元の企業，大学や高校，ボランティアの人た
ちなどによって，「沖縄平和学習アーカイブ」「ヒロシマ・ア
ーカイブ」「ナガサキ・アーカイブ」などのウェブサイトが作
成されました。沖縄戦や広島・長

なが

崎
さき

の原爆投下による被害に
ついて，体験者の証言映像や，当時の実態を伝える写真など
をデジタル上の地図に位置づけ，インターネット上で閲

えつ

覧
らん

で
きるようになっています。情報通信技術を駆

く

使
し

しながら，大
量に蓄

ちく

積
せき

されてきた資料を保存し，戦争の記憶をより広く伝
えようとしています。

広島での原爆の被害を目
も く

撃
げ き

した丸
ま る

木
き

位
い

里
り

・俊
と し

夫妻は，その光
こ う

景
け い

を絵画として残しました。軍
ぐ ん

隊
た い

に配
は い

属
ぞ く

され南
みなみ

太
た い

平
へ い

洋
よ う

のニ
ューブリテン島で戦争を経験した水

み ず

木
き

しげるや，国内で軍
ぐ ん

需
じ ゅ

工場などでの勤
き ん

労
ろ う

奉
ほ う

仕
し

や，空襲を経験した手
て

塚
づ か

治
お さ

虫
む

は，そ
れぞれの体験を『総員玉

ぎょく

砕
さ い

せよ！』や『紙の砦
とりで

』などの漫
ま ん

画
が

に表現しました。

戦争体験者の声を残す

世界の人々とともに，平和を語り継ぐ

　資料館では，学徒隊の生存者の証言をビデオに録画したり，
戦争を体験していない世代の説明員を育成したりして，沖縄
戦の記憶を未来へつなげようとしています。若者を戦場に向
かわせた教育と戦争の恐

おそ

ろしさ，平和の尊さを語り継ぎ，来
館者とともに平和の実現に向けて大切なことを考えていこう
としています。

問い 戦争の記憶を語り継ぐことは，現代を生きる
私たちにとって，どのような意義があるだろう。

戦争の記
き

憶
お く

をつなぐ人たち
戦争が人々の生活や社会にもたらす影

えい
響
きょう

は，計り知れません。過去の大戦では，多くの人々が生命や財産を奪
うば

われ，心身に深い傷を負いま
した。日本はそうした経

けい
験
けん

をふまえ，戦後は直接戦争に巻き込
こ

まれることなく，平和な時代を迎
むか

えています。これからも戦争の記憶を残し，
二度と戦争を繰

く
り返さないために，人々が取り組んできたことを探ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう
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小笠原諸島
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江華島  

清

日本

千
島
列

朝
鮮

ち
ょ
う
せ
ん

樺

　
太

か
ら

　
　ふと しま

ち
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とう
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台湾
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日本が国境・領土を画定していっ
た経過について確かめよう。

政府の政策は，琉球やアイヌの人
たちにどのような影

えい

響
きょう

を与えたか
説明しよう。

表現

確認

多くの人々は，琉
りゅう

球
きゅう

王国時代の服装で描
えが

かれています。
1   明

めい

治
じ

時代に石
いし

垣
がき

島
じま

で行われた式典の様子〈沖
おき

縄
なわ

県立博物館・美術館蔵〉　

4   日本の外交と領土の歩み樺
から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条約により，樺太から移住させられたアイ
ヌの子供たちのために建てられた学校です。

最後の琉球国王で，琉球藩の
設置後は藩

はん

王
おう

となりました。
琉球を維

い

持
じ

しようと日本政府
に抵

てい

抗
こう

しましたが，廃藩置県
により沖縄県が設置されると，
琉球王国は消

しょう

滅
めつ

し，尚泰は東
京に移住させられました。

6   尚
しょう

泰
たい

（1843～1901）

［解説］◆

開拓使の役人であった松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

が，「北加伊
道」などの候補を提案し，北海道と命名されま
した。武四郎はアイヌの古老から「カイという
言葉には，この地で生まれたものという意味が
ある」と教わり，その意味を地名に込めたとい
われています。武四郎は，北海道各地の地名の
選定にも関わり，札

さっ

幌
ぽろ

などアイヌ語に由来する
名
めい

称
しょう

を数多く残しました。

北海道の命名

［解説］◆

ある国や民族が，その支配を及
およ

ぼす地域の民族
に対して，生活習慣や言語などの文化を，自国
の人々と同じにさせようとする政策のことです。
ここでは，琉球やアイヌの人たちを「日本国民」
にしようとしたことをさします。

同
どう

化
か

政
せい

策
さく

開
かい

拓
たく

使
し

には，豊富な開拓の経験があるアメリカから顧
こ

問
もん

が招かれました。会
あい

津
づ

や仙
せん

台
だい

など旧幕
ばく

府
ふ

側だった藩
はん

から，多くの士
し

族
ぞく

が屯田兵として移住しました。

3   屯
とん

田
でん

兵
へい

村の家族〈『明治・大
たい

正
しょう

期の北海道』より 
北海道大学附属図書館蔵〉

2   アイヌ学校（北
ほっ

海
かい

道
どう

江
え

別
べつ

市）〈北海道大学附
ふ

属
ぞく

図書館蔵〉

1 この法律により，アイヌの人たちに農地が
与
あた

えられることになりましたが，和
わ

人
じん

に与えら
れた土地よりも面積が小さく，農耕に適さない
土地があてがわれた例も多くありました。アイ
ヌの人たちの中には農業経営に成功した人もい
ましたが，農業に失敗して土地を取り上げられ
る人も多くいました。

東
とう

京
きょう

に訪
おとず

れた琉球の慶
けい

賀
が

使
し

に対して，政府は，琉球
王国を琉球藩とすることを伝えました。当時，廃

はい

藩
はん

置
ち

県
けん

によってすでに国内から藩はなくなっていました。

5   那
な

覇
は

港に帰った琉球の使者 
〈山

やま
田
だ

真
しん

山
ざん

筆『琉球藩
はん

設置』部分　 
明治神宮聖

せい
徳
とく

記念絵画館蔵〉

年 で　き　ご　と

1871 日
にっ
清
しん
修
しゅう
好
こう
条
じょう
規
き
を結ぶ 1

1872 琉
りゅう
球
きゅう
藩
はん
をおく 2

1874 台
たい
湾
わん
に出兵する 3

1875
樺
から
太
ふと
・千

ち
島
しま
交
こう
換
かん
条約を結ぶ 4

江
こう
華
か
島
とう
事件が起こる 5

1876
日
にっ
朝
ちょう
修好条規を結ぶ 6

小
お
笠
がさ
原
わら
諸
しょ
島
とう
の領有を宣言する 7

1879 琉球藩を廃
はい
止
し
し，沖

おき
縄
なわ
県を設ける 8

1895 尖
せん
閣
かく
諸
しょ
島
とう
を沖縄県に編

へん
入
にゅう
する 9

1905 竹
たけ
島
しま
を島
しま
根
ね
県に編入する 10

政府の政策は，
北海道・沖縄の
人々に，
どのような
影
えい

響
きょう

を
与
あた

えたのだろう。

西洋の近代的な国際関係を受け入れ，それに基
もと

づいて近
きん

隣
りん

諸国との関係を結ぼうとした明
めい

治
じ

政

府にとって，重要な課題となったのは，それまで東アジアでは必

ずしも明確でなかった国境を画定することでした。

　ロシアとの間には，19世紀はじめに国境をめぐって紛
ふん

争
そう

があ

り，幕
ばく

末
まつ

に結んだ条約では，樺
から

太
ふと

（サハリン）は国境を設けません

でした。そのため，1875（明治８）年に樺太・千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条約を結

び，樺太をロシア領，千島列島の全島を日本領と定めました。小
お

笠
がさ

原
わら

諸島は，19世紀に入ると，捕
ほ

鯨
げい

船
せん

の寄港地となり，欧
おう

米
べい

の人々

が住むようになりました。政府は，1876年に，小笠原諸島が日

本の領土であることを宣言し，国際社会にも認められました。さ

らにその後，1895年には尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

を沖
おき

縄
なわ

県に，1905年には竹
たけ

島
しま

を島
しま

根
ね

県に，それぞれ閣議決定により編入しました。

政府は，ロシアと国境をめぐって問題をかかえ

ていたことから，北方の開拓と防備に力を入れ

ました。1869年に蝦
え

夷
ぞ

地
ち

を北海道と改め，開
かい

拓
たく

使
し

を置きました。

開拓使は，農地の開
かい

墾
こん

や炭
たん

坑
こう

の開発，札
さっ

幌
ぽろ

農学校の創設など，さ

p.160

4

4

4

p.268, 269

◆

p.172

国境・領土の画定

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

の開
か い

拓
た く

と
アイヌの人たち

まざまな開拓事業を推
お

し進めました。開拓の中心を担
にな

ったのは，

職を失って移住してきた士
し

族
ぞく

らで，農作業のほか，非常時には武

器を取って防備にあたる屯
とん

田
でん

兵
へい

の役割が与
あた

えられました。また労

働力不足から，道路工事などに囚
しゅう

人
じん

も動員されました。

　開拓が進むにつれて，先住民族であるアイヌの人たちは，漁や

狩
か

りの場をうばわれ，生活に困るようになりました。また，アイ

ヌ固有の文化や言語が否定され，同
どう

化
か

政
せい

策
さく

が進められました。政

府は1899年に，アイヌの人たちの保護を理由に北海道旧土
ど

人
じん

保

護法を制定しましたが，アイヌ民族に対する差別は続きました。

琉球王国は江
え

戸
ど

時代以来，薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の支配下にあ

りましたが，同時に清
しん

にも朝
ちょう

貢
こう

していました。

政府は，琉球を日本の領土にしようと，1872年に琉球王国を琉

球藩とし，国王の尚
しょう

泰
たい

を琉球藩王としました。また，台
たい

湾
わん

に漂
ひょう

着
ちゃく

した琉球の人々が殺害された事件を理由に，1874年，台湾に出

兵しました。政府は，琉球に清との関係を断
た

つように求めました

が，琉球側がこれに抵
てい

抗
こう

すると，1879年，武力で首
しゅ

里
り

城
じょう

を占
せん

拠
きょ

し，廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を断行して沖
おき

縄
なわ

県を設置しました（琉球処分）。清は

これに強く抗
こう

議
ぎ

をしましたが，のちの日
にっ

清
しん

戦争によって台湾が日

本に譲
じょう

渡
と

されたことにより，日清間の対立は自然消
しょう

滅
めつ

しました。

　沖縄は日本領に編入されましたが，土地制度や税制など従来の

慣行はしばらく維
い

持
じ

されました。しかしやがて沖縄でも，同化政

策がとられるようになっていきました。

3

◆ 2

1

p.122

p.122

6

5

p.188

1

琉
りゅう

球
きゅう

処
し ょ

分
ぶ ん

と
琉球の人たち

形づくられる日本  ▶国境の画定と北
ほっ

海
かい

道
どう

・沖
おき

縄
なわ

13
国際関係が変化するなかで，日本と北海道・沖縄の関係はどのように変化したのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山
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4  尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

2  竹
たけ

島
しま

でのあしか猟
りょう

（1935年）〈島
しま
根
ね
県竹島資料室蔵〉

国土の西端
東経122度56分
とうけい

国土の南端
北緯20度25分
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日 本 海
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シ
ナ
海
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だいかんみんこく

ちゅう か じんみんきょう わ こく
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れっ

しま

ち

ちょうせんみんしゅしゅ ぎ
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ぐによ な じま

ロシア連邦
樺
太（
サ
ハ
リ
ン
）

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
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台湾

千
島

列
島

大韓民国

中華人民共和国
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国土の北端
北緯45度33分

ほくたん

ほく い

か
ら
ふ
と

択捉島
え とろふとう

沖ノ鳥島
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尖閣諸島
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ウルップ島
択捉島
え とうとろふ

国後島
くなしりとう

色丹島
しこたんとう北海道

ほっかいどう

歯舞群島
はぼまいぐんとう

日本がロシア連
れん

邦
ぽう

に返
へん

還
かん

を求めている北方領土

1  色
しこ

丹
たん

島
とう

での海
の

苔
り

づくり（1935年ごろ）
〈（公社）千

ち
島
しま
歯
はぼ
舞
まい
諸島居住者連盟提供〉

　日本とロシアは，1855年に日
にち

魯
ろ

通
つう

好
こう

条
じょう

約
やく

を結んで国交を
開くとともに，両国の国境を確

かく

認
にん

し，択
え

捉
とろふ

島
とう

以南を日本領，
ウルップ島以北をロシア領と定めました。その後，歯

はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

・色
しこ

丹
たん

島
とう

・国
くな

後
しり

島
とう

・択捉島の北方領土は，日本固有の領土
として統治されました。
　しかし，第二次世界大戦中の1945年８月９日，当時まだ
有効だった日ソ中立条約を破って日本に対して参戦したソ連
は，日本がポツダム宣言を受

じゅ

諾
だく

した後に，北方領土に軍隊を
送ってこれらの島々を占

せん

領
りょう

し，その後も不法な占
せん

拠
きょ

を続けま
した。終戦時，北方領土にはおよそ17000人の日本人が漁
業などを営んで生活していましたが，これらの人々は強制的
に退去させられました。
　1956年に日ソ共同宣言が調印されましたが，北方領土を
めぐって意見が一

いっ

致
ち

せず，平和条約を結ぶことはできません
でした。日本政府は，ソ連（現在はロシア連

れん

邦
ぽう

）に対して領土

　竹島は，日本海に位置する女
め

島
じま

（東
ひがし

島
じま

）や男
お

島
じま

（西
にし

島
じま

）などか
らなる群島で，日本固有の領土です。竹島では，江

え

戸
ど

時代の
初めから，鳥

とっ

取
とり

藩
はん

の町
ちょう

人
にん

があしかやあわびの漁
ぎょ

獲
かく

を行ってい
ました。1900年代にあしか猟

りょう

が本格化すると，1905年，
日本政府は竹島を島根県に編入することを閣議決定しました。
　第二次世界大戦後，サンフランシスコ平和条約の作成段階
には，韓

かん

国
こく

は「日本が放
ほう

棄
き

する地域として，竹島も加えてほ
しい」とアメリカ国務長官に求めましたが，「この島は，か
つて朝

ちょう

鮮
せん

によって領有権の主張がなされたとは見られない」
として，韓国の主張は否定されました。しかし，韓国の李

り

承
しょう

晩
ばん

大統領は，1952年に「海洋主権宣言」を行い，いわゆる
「李承晩ライン」を一方的に設定して，竹島を韓国に取り込

こ

みました。さらに韓国は，1954年から島に警備隊を常
じょう

駐
ちゅう

さ

　尖閣諸島は，南西諸島西
せい

端
たん

に位置する魚
うお

釣
つり

島
しま

・北
きた

小
こ

島
じま

・南
みなみ

小
こ

島
じま

などからなる
島々の総

そう

称
しょう

です。日本は，1885年から現地調査を行い，これらの島々が無人島
であり，どの国の領土でもないことを確認したうえで，1895年の閣議決定によ
り沖縄県に編入しました。その後，開

かい

拓
たく

が本格化し，尖閣諸島に移住した日本人
は，漁業やかつお節の製造，羽

う

毛
もう

の採集などに従事して暮らしました。
　第二次世界大戦後，尖閣諸島はアメリカ軍の占領下におかれましたが，1972
年の沖縄県の返還にともなって日本に復帰しました。しかし，尖閣諸島の周辺に
石油や天然ガスの埋

まい

蔵
ぞう

の可能性があることが指摘されると，1970年代から，中
ちゅう

国
ごく

や台
たい

湾
わん

が自国の領土であると主張し始めました。その後，中国船が領海に侵
しん

入
にゅう

するなどの事件が起こっていることから，日本はこれに抗議し，警
けい

戒
かい

や取り締
し

ま
りを強めています。尖閣諸島が日本固有の領土であることは，国際的にも認めら
れており，日本は，尖閣諸島をめぐり，解決すべき領有権の問題は存在しないと
の立場をとっています。

　領土をめぐる課題は，それぞれの国
の主権に関わるもので，対立につなが
ることもあります。また，政治・経済・
歴史などとも関わり，解決は容易では
ありません。武力に頼

たよ

ることなく，対
話と法に基づいて，平和的に解決する
ことを目ざしていくことが重要です。
　一方で，東アジアの国や地域の発展
にともない，相

そう

互
ご

の交流はますます活
発になっています。環境問題などの課
題の解決のためには，各国が国境を
越えて協力し合うことが求められてい
ます。

の返
へん

還
かん

を求めて交
こう

渉
しょう

を重ねていますが，返還はいまだに実現
していません。日本は，この問題を解決して平和条約を締

てい

結
けつ

することが必要との考えに立ち，これまでに到
とう

達
たつ

した合意や，
法と正義の原則に基

もと

づいて，粘
ねば

り強く交渉を続けています。

せて，不法な占拠を続けています。
　日本政府は，これに厳重な抗

こう

議
ぎ

を行うとともに，国際司法
裁判所での話し合いによる解決を提案しましたが，韓国はこ
れに応じず，実現していません。

北
ほ っ

方
ぽ う

領
りょう

土
ど

（北
ほ っ

海
か い

道
ど う

）

竹
た け

島
し ま

（島
し ま

根
ね

県） 尖
せ ん

閣
か く

諸
し ょ

島
と う

（沖
お き

縄
な わ

県） 課題の解決に向けて

イ スン

マン

問い 日本の領土をめぐる課題は，どのように解決していくことが考えられるだろう。

隣
り ん

国
ご く

と向き合うために 日本の領土をめぐる課題
　日本は，サンフランシスコ平和条約を結ばなかったソ連・韓

かん
国
こく

・中
ちゅう

国
ごく

とは，それぞれ二国間での日
にっ

ソ
そ

共同宣言，日
にっ

韓
かん

基本条約，日
にっ

中
ちゅう

共
きょう

同
どう

声
せい

明
めい

により
国交を回復しました。現在も国交が開かれていない北

きた
朝
ちょう

鮮
せん

との間では，2002年に日
にっ

朝
ちょう

首脳会談を行い，両国は国交の正常化を目ざす日朝平
ピョン

壌
ヤン

宣言に署
名しました。日本は終戦以降，経済協力や文化交流などを通じて，周辺の国々と友好を深めてきましたが，一方で，日本の領土をめぐっては，周辺国と
の間で現在も課題が残されています。ここでは，そうした課題の歴史的な背

はい
景
けい

について探ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう

3  日本の領土・領海

日本の領土
日本の領海
日本の排他的経済水域

たはい てきけいざいすいいき

（国連海洋法条約及び
国内法による。排他的
経済水域の一部は関係
国と交渉中。）

およ

こうしょう

（国連海洋法条約及
およ
び国内

法による。排他的経済水域
の一部は関係国と交

こう
渉
しょう
中。）

日本の領土
日本の領海
日本の排

はい
他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

関連 地理  公民  日本の領土，主権

視点を変えて，学習内容を捉えなおす特設ページ
歴史の動きについて，本時ページには登場しない人物の視点や，後の時代への影響やつながりなどの視点から，生
徒が捉えなおすことができるページです。全体で20テーマを設けています。たとえばp.248～249では，第二次世
界大戦の記録や記憶を継承する人々の取り組みを取り上げ，生徒が現代の私たちと過去の戦争とのつながりに気づ
けます。また p.268～269 では，現代の日本の領域をめぐる課題について，明治期の領土の画定 (p.176～177)と
結び付けながら学習することができます。
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